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人 口 調 べ

( 昭和47年6 月1 日現在)
世 帯189, 183

男303, 635
女293, 214
計5?6, 849
( 肘月より666人増)

夏休みは

規則正し
い毎日で

事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
休
み
を

親
子
で
話
し
合
い
も

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ま
ち
と
お
し
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
長
い
夏
休
み
は
、
や
や
も
す
る
と
、
時
間
を
も
て
あ
ま
し
て
生
活
を
乱
し
、
子
ど
も
た
ち
を
非
行
に
走
ら
せ
て
し
ま
っ
た
り

事故や病気に
あい
、夏
休みの趣旨とは反対の
結果
を招いてし
まうこ
とがあります
。

□
水
の
事
故
に

注
意
を

足立区には
、荒川
、中川な
ど大

きな川かいくつ
も流れこ
んでいる

うえ
、堀
、溜池
、こ
え溜が各所に

敵在して
います
。こ
のため
、水の

事故はあとをたた
ず
、昨年
も三人

の侖がう
ぱわれました
。

区で
は
、この対策として
、青少

年
対
策
地
区
委
員
会
・
町
会
・
自
冶
会
・
毋
の
会
・
P
T
A
な
ど
と
協
力
し
て
、

「
水
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
く
に
危
険
な
簡

所
に
は
「
こ
こ
は
あ
ぶ
な
い
!
」
と
ヵ
y
パ
の
絵
を
書
い
た
立
札
が
立
て
て
あ

ります
。

七
・
八
月
は
水
に
親
し
む
季
節
。
各
家
庭
で
注
意
し
、
他
人
の
子
で
も
危
険

な水辺で遊んでい
たら「ひ
と声
」

かけて
注意して
ください
。

□
接
着
剤
な
ど
の

乱
用
防
止

シンナ
ーや接着剤などの
乱
用

は
、青少年の心身をむし
ばみ
、精

神障害やてんかんの発作
を
お
こ

し
、また呼吸マ
ヒで死ぬこ
ともあ

ります
。

足立区で
、シン
ナーなどを乱用

して
昨年補導さ

れた青少年は
(

百五十二人
。そ

して
、ことしは
、

五月末現在で
す

で
に四百十六人

にも及んでい
ま

す
。これは
、昨

年同期に比べ
、

五〇
%も
増
加

し
、夏休みを前

に
、さらに増加

する傾向にあり

ます
。

乱用場所は
、

屋内ではア
パー

卜
や
、
家
の
人
の
目
の
届
か
な
い
勉
強
都
屋
。
ま
た
、
屋
外
で
は
墓
地
、
公
園

などで
、グループで吸う場合が多

くなっています
。

乱用しているの
を見たら
、注意

するか
、すぐ一一
〇番へ
連絡して

ください
。

もし
家庭において
、不
幸にも
、

自分の子
どもが乱用して
いること

がわかっ
た時は
、警察
、少年セン

ターに相談し
、揩
4を受けること

が大切で
す
。

□
夏
休
み
を
楽
し
く

過
ご
す
た
め
に

ふだんは忙し
さにまきれて
、見

すごし
がちな親と子の
交流をこの

槻会にはかり
たい
もので
す
。

楽
し
い
読
書
生
活
を

長い夏休みは
、ともするとの
ん

ぴり過ごし
がちになり
ます
。そこ

で
、学年に応じて
読一
時間を設け

させて
はいか
がで
しょうか
。とく

に
、長編物語な
どは
、お母さん方

も読んでい
ただいて
、とこ
ろどこ

ろで話しかけてゆっ
たり
、感想を

聞いて
やると
、初めはおもしろく

なかっ
た物語にも
、だんだん興味

をもって
くるこ
とでしょう
。

子
ど
も
会
で
楽
し
く

現在
、区には
、五百五団体の子

ども会があり
、六万
六千人か加入

して
、全区
的に子ども会活助が展

開されてい
ます
。

夏休み
は
、子ども会に
とって
、

最
も活助のしやすい
時です
。また

子と・も会の
行事は
、子
ども自身が

計画し運営できるように
指導する

絶好の
機会です
。おとなの方は
、

子
ども会に愛情をもって正しく導・

き
、よい
集団に育つ
よう見守って

あげて
ください
。

区
で
は
、
子
ど
も
会
活
動
に
適
し
た

い
ろ
い
ろ
な
集
団
ゲ
ー
ム
、野
外
活
動

の
方
法
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。↓

↓
な
お
、青
少
年
団
体
登
録
の
届
け
出
を
し
て
い
る
団
体
に
、テ
ン
ト
、は
ん

ごう
などの
キャン
プ道具一
式や
、

紙芝居の貸出し
を行なっ
て
い
ま

す
。どうぞ
、ご利用ください
。

問
い
合
わ
せ
は
、区
教
育
委
員
会
青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

危険な場所で遊ぶのはやめよう

消
火
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

初
期
消
火
に
威
力
を
発
揮

地震でいち
ぱん恐ろしいの
は、

火災です。

ふだんの火災で
も、地震時の
火

災でも、はじめはごく小さな火で

す。この
火を初期の
うちに消火で

きるかどうかが、被害を大きくも、

小さくもし
ます。

区
で
は
、
大
震
火
災
対
策
事
業
の
I
・
つ
と
し
て
、
一
月
に
木
造
家
屋
の
密
集

一
地
城
゛
消
火
讐
配
備
し
ま
し
た
。
　

この
消火器を使って、初期消火

に成功し
た例が、すでにいくつ
か

あります。その二
、三をお知らせ

しますが、万一
火災か発生したと

きは、「
消火器ネ
'トワ
ーク
」を

有効に活用してください
。

私たちの町を
、私たちの手で守

り
、災害のない
、明
るく住みよい

足立区
を建股しましょう
。

初期消火の一
例

○二
月十三日
、午前一
時四
十分頃
、

本木二丁目付近の民家のへい
か

ら出火
(放火の疑い
)。発見者が

消防署に連絡する問
、直ちに
、

冢の
人が配備されている消火器

を使用し
、ボヤ程度で消しとめ

た
。

○三月七日
、午前二時二
十五分頃
、

本木東町で家庭の
ゴミ箱から出

火
(放火の疑い
)。たまたま付

近を通りかかっ
た人
が
、配
備さ

れた消火器を使用し
、消火にあ

たっ
たところ
、家屋の壁面
(一

平方㍍程度
)を焦す程度で
消し

とめた
。

○
三
月
二
十
二
日
、
午
後
零
時
三
十
八

分頃
、足立二丁
目で
、家
庭の風

呂場から出火
。家の人
が座ぶと

んで
消火に
あたっ
たが
、消火で

きなかうた
。直ちに
、一一
九番

へ
連絡する一
方
、近所へ
応援を

求め
、配備された消火器により
、

風呂場の一
都を焦した程度で完

全消火した
。

○四月十九日
、午後六時三十分頃
、

梅田四丁目付近の家庭で使用中

の石油スト
ーブを転倒
、出火し

た
。直ちに
、配備された消火器

を使用して消し
とめ
、大事に至

らなかっ
だ
。

こ
れらの
例は
、い
ずれも火災の

早期発見により
、初期消火に成功

した事例で
、町ぐるみの防災協力

熊勢の
好例として
特筆されます
。

消
火
器
を
大
切
に

区
や町会で配
備している消火器

は
、初期消火に必要かつ
欠くこと

ので
きない
もので
あり
、み
なさん

の尊い
生命や財産を守る大切
なも

ので
す
。

い
ざという時には
、いつで
も使

えるよ
う
、ふだんから心がけ
、い

た
づら
などの
ないように
、み
なさ

んの消火器を大切にいたし
まし
″

う
。

防災標語わが家
わが町

わが手で守ろう

新設保育園の園児募集

申
込
み
は
7
月
1
7
日
～
3
1
日

区で
は四十二番目の
保育所とし

て
、九月に開園する沼田保育園
(江

北六丁目二
九
-一
日
本住宅公団

・江北六丁目団地内
)の園児
を募集

します
。ご希望の方は
、次の要領

によりお申込みください
。

申込み期間
　七月十七日
(月
)

から三十一
日
(月
)まで

申込み場所
　お住まいの区
域を

所管する次の
福祉事務所へ
直接お

いで
ください
。

□
足
立
福
祉
事
務
所
{
千
住
柳
町
匸
}
　
-
五
)
(
(
(
-
三
一
四
一

□
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
二
丁
目
一
　
〇
-
一
〇
(
(
九
-
一
四
(
一

□
東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目
　
五
-
一
七
)
宣
(
O
五
-
七
一
〇
一

口西
部福祉事務所
(鹿浜二丁目二

四
-二
)
(
九七
-五〇一一

持参するもの

◇昭和四
十六年度特別区民税額の

わかるもの
(例
-課税証明一
、

特別徴収通知書
、納税通知一
な

ど
)

◇昭和四
十六年分所
得税額の
わか

るもの
(例
-課税証明書
、源
泉

徴収
禀
、納税通知
書など
)

◇昭和四十六年度固
定賢産税額の

わかる
もの
(土地
、家屋
をお持

ちの方のみ
)

◇印かんをお忘れなく

学業相談を開設

教育相談所に

従来の
教育相談所は
、どちらか

といえば問題のあるお子さんを扱

いましたが
、この四月から学力不

振
、または学習に関する相談の
専

門部門が股けられました
。

この相
談は
、何も問題かないの

に勉強か撮いで
全然やりたがらな

い
、あるいは
勉強がで
きないとい

われるお子
さんを
、知能
、性格
、

健康の
各分野から適切
な指導をし

て
、進んで
勉強に励むよい子
にし

ようとするもので
す
。

対象は小学一
年生から中学三年

生まで
、相談日
は毎週水曜日
午後

三時からです
。

教育相談所の所
在地
千
住旭町

一
〇
-三一
(千寿第四小学校内
)

(
(
(一九九六六

「家庭の日」設 置記念
パ レ ー ド に 参 加 を

青少年が明るく
、心豊かに
成畏する

ためには
、明
るく楽しいふんい気の
家

庭や覯と子の
あたたかい
心のまじわり

か必要で
す
。足立区で
は
、昭和四
十一

年から毎月
第三日曜日
を
r家庭の日
」

として
、言
家族全員がともに遊ひ
、

と
もに話し合う区民運助を展
開してい

ます
。ことし
も
、この運動をさらに普

及
、推進をはかるため
、「家庭の日
」

設置記念パレードを実施することにな

りまし
た
。区民のみなさんの
ご理解と

参加をお願いします
。

日
時
-
七
月
二
十
一
日
(
金
)
午
前
十
時
(
集
合
は
午
前
九
時
三
十
分
)

集
合
場
所
-
千
寿
旭
小
学
校

行
進
路
-
千
寿
旭
小
～
旧
道
～
北
千
住
駅
西
口
広
場
～
旧
道
?
千
寿
小
(
解
散
地
)

行進方法
-行進路を宣伝カー
の
先
導

で、足立区
少年鼓笛隊の
演奏に合わ

せて関係団体粉よ
ぴ区民の行進を行

ないます

参加方法
-関係団体、区民の
参加
者と

も、当日会場で受付けます

※当日は、行進路沿道で「
家庭の日を

育て
る花」を区民のみなさんに配
布し

ます。

図書館・区民福祉センターだより □
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東硬瀬
】丁目五上
七
雪六〇五丿七一
〇一

■
趣味の教室
　生花教室
{古流
}七月七日
(金
)午前十時

材料費二百円
(
サミ・
雑巾持参
蝕灑家憲
、七月
(日

(土
)午後一
時三十分
材料費二百円
指圧教室
七月十

九日
(水
)午後二
時
茶遭教室《茶席の作法
}七月二十日

(木
)午前十時
紙の
手芸教室
{笹舟のモ
ビール
〉七月二

十日
(木
)午後一
時三十分
材料費四百円
手芸教室
{ア

ート
ウッド
}七月二十一
日
(金
)午後一
時
材料費千二
百

円
音楽家室
(コ
ーラ
ス
)七月二
十三日
(日
)午前十時

文学教室
{日
本古典文学の
系譜
1井原酉鶴↓
七月二十
(

日
(金
)午後一
時三十分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
】
○
-
一
〇
八
八
九
1
苙
○
一
六
一
七
夕
ま
つ
り
七
月
五
日
(
水
)
午
後
二
時
?
四
時

一
台
所
用
品
演
妻
会
七
月
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
九
日
(
日
)
午
後
三
時
…
ま
ほ
う
の
絵
筆
・
と
ん
が
り
山
の
山
ぞ
く
た
ち
七
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
三
時
…

み
なの
ガリー・
金の耳か
ざり

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿浜二丁目二四
-二

八九七
-五〇一
六

一
七夕子ども会
七月
(日
(土
)午後二時
わらべうた・

人形
劇・
ギター
演奏・
フォークソ
ングほか

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
月
九
日
(
日
)
午
後
二
時
…
金
の
耳
か
ざ
り
・
ぱ
く
の
犬
キ
ン
グ

■
ス
ラ
イ
ド
　
七
月
十
六
日
(
日
)
午
前
十
時
…
な
ま
け
も
の
・
兄
弟
ほ
か

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千住元町二四
-一

響「八二
-二
七六五

」■子
ど
も
映
回
会
　
七
月
九
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
…
森
の
王
様
・
ぽ
く
し
っ
て
る
よ
・
穴
に
は
ま
っ
た
う
そ
つ
き
羊
七
月
十
六

日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
…
ひ
み
つ
の
ア
ぶ
ち
ゃ
ん
・
ゆ
か
い
な
太
陽

■
老
人
の
た
め
の
生
花
教
室
　
古
愍
七
月
七
日
(
金
)
午
後
一
時
六
十
歳
以
上
の
方
料
金
無
料

■
老
人
の
た
め
の
映
画
界
　
七
月
十
三
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
…
周
遊
券
の
旅
北
陸
軅
・
小
さ
な
町
の
小
さ
な
物
語

〈
各
セ
ン
タ
ー
と
も
、
月
曜
日
は

休
館
日
で
す
〉

《
全
館
冷
房
完
備

》□
中
央
図
書
館

▼
映画会
　七月九日
(日
)
Iロ

ケ
y卜坊や・
プラス五万年

十六日
(日
)
L友情の旅路
(前

編
)い
ずれも午前十一
時から

▼レコ
ードコ
ンサ
ート
　七月

九日
(日
)「展覧会の
絵より
」

ナ
Jト
ロ
Jカ
(アンコ
ール曲
)

士
(日
(日
)「ひきしお
」ほか

▼
郷
土
賢
料
展
　
六
月
六
日
(
火
)
～

{
月
三
十
}
日
(
木
)
…
花
畑

資料展を開催中

□
千
住
図
書
館

▼
映
画
会
　
七
月
九
日
(
日
)
・
十
六
日
(
日
)
午
前
十
時

□
宮
城
図
書
館

▼
映
画
会
　
七
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
…
海
底
少
年
マ
リ
ン
・

赤い井戸

□
新
田
図
書
館

▼レコ
ードコンサ
ート
　毎週

火・木・土曜日正
午から
『モ

ーツァルト第五番イ畏調
』等

■ 区役所の電話882- 111　■ 第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　■ 中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭

知
っ
て
お
く
と
便
利

各
種
区
民
相
談

知
っ
て
い
れ
ば
簡
単
に
解
決
で
き

た
事
柄
で
も
、
知
ら
な
い
た
め
に
悩

ん
だ
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
て
い
る
人

が
案
外
多
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
複

鰭
な
世
相
の
申
で
、
人
閥
関
係
が
疎

還
に
な
り
、
日
常
生
活
上
の
ト
ラ
ブ

ル
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
、
区
民
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

相
談
の
中
で
も
っ
と
も
利
用
の
多

い
も
の
に
法
律
相
岐
か
あ
り
ま
す
。

法
律
相
鹸
の
内
容
を
種
別
に
し
ま
す

と
。
借
地
借
家
・
相
続
・
離
婚
等
と

大
き
く
分
け
て
も
二
十
種
別
ほ
ど
に

な
り
ま
す
が
、
筒
と
い
っ
て
も
僅
宅

事
情
が
深
刻
な
時
代
な
の
で
、
借
地

倍
家
問
韜
が
ず
ば
ぬ
け
て
多
い
よ
う

で
す
。
昨
年
あ
た
り
は
経
済
不
況
を

反
映
し
て
か
金
銭
問
題
も
特
に
多
く

扱
い
ま
し
た
。
ま
た
、親
子
の
断
絶
、

父
母
の
扶
養
等
、
相
観
問
題
を
含
め

て
肉
観
同
志
の
問
題
が
多
く
、
法
律

の
条
文
だ
け
で
は
か
た
づ
け
ら
れ
な

い
痛
ま
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し

か
も
そ
れ
が
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

と
か
、
住
宅
難
で
あ
る
と
か
の
原
因

ば
か
り
で
な
く
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
き
た
近
代
社
会
の
、
時
代
の

移
り
変
り
に
よ
る
、
年
代
別
の
感
寛

の
相
違
か
ら
く
る
権
利
意
職
の
差
に

起
因
す
る
も
の
も
少
な
か
ら
す
見
う

け
ら
れ
、
特
に
こ
れ
に
と
ま
ど
う
お

と
し
よ
り
の
姿
か
目
立
ち
ま
す
。

法
律
相
談
は
、
相
談
者
の
一
方
的

な
立
鳩
か
ら
の
解
釈
に
よ

。て
弁
護

士
が
相
岐
に
応
す
る
た
め
、
要
点
を

確
実
に
伝
達
し
な
い
と
適
切
な
回
答

か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
前
に

問
題
を
整
理
し
て
要
点
を
箇
条
一
に

メ
モ
に
し
て
お
き
、
関
係
書
類
(
戸

籍
謄
本
・
契
約
番
・
図
面
等
)
と

】

緒
に
持
参
し
た
方
が
効
果
的
で
す
。

一
般
に
、
相
談
に
見
え
る
方
の
中

に
は
、
自
分
で
相
談
の
ポ
イ
ン
ト
が

つ
か
め
な
い
で
、簡
単
な
問
題
を
、頭

か
ら
む
ず
か
し
い
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
る
方
や
、反
対
に
、非
常
に
む
ず

か
し
い
問
岡
を
簡
単
に
考
え
て
い
る

方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
の
方
々
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
般

家
事
相
談
を
受
け
て
、
内
容
を
整
理

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
般
家
事
相
談
で
は
、
家
庭
生
活

上
の
悩
み
ご
と
、
因
り
ご
と
な
ど
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
が
、
内
容
を
分
析
し
て

み
ま
す
と
ほ
ぼ
法
律
相
駁

と
似
た
よ
う
な
結
果
が
で

て
い
ま
す
。
特
に
家
庭
内

の
夫
婦
生
活
の
問
題
や
、

お
と
し
よ
り
の
日
常
生
活

に
お
け
る
身
の
上
相
談
な

ど
か
多
い
よ
う
で
す
。

税
務
相
談
で
も
、
法
律

相
談
に
連
係
し
て
不
助
産

の
問
題
が
多
く
。
遺
産
相

桃
の
場
合
の
相
桃
税
、
土

地
・
家
屋
の
取
得
税
・
朋
与
税
の
相

談
が
大
半
を
し
め
て
い
ま
す
。
商
売

上
の
帳
簿
の
つ
け
方
、
所
得
税
の
申

告
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
利
用
度
が

薄
い
よ
う
で
す
。

そ
の
他
区
民
相
談
窒
で
は
、
行
政

相
談
、
人
権
身
の
上
相
談
、
更
生
保

霞
相
岐
、
結
婚
相
談
等
の
各
種
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

秘
密
厳
守
、
一
切
無
料
で
す
か
ら

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相

談

日

程

■
一
般
家
事
相
談

土
曜
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
～

午
後
四
時

区
民
相
談
室

■
緒
婚
相
談

木
曜
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
～

午
後
四
時
(
土
曜
日
は
午
前
十

一
時
ま
で
)

区
民
相
談
室

■
法
律
相
談

▽
毎
月
第
一
・
三
・
四
木
曜
日

午
後
一
時
?
四
時
区
民
相
談
窒
　

▽
毎
月
第
三
水
曜
日
午
後
一
時
　
～

四
時

区
役
所
第
二
庁
舎

■
税
務
相
談
【商
工
事
業
の
経
理
・

経
営
並
ぴ
に
税
金
に
関
す
る
こ
と

】切
)
毎
週
金
曜
日
午
後
一

時
～
四
時
区
民
相
談
室

■
行
政
相
談
(
国
の
行
政
で
、と
く

に
遺
族
年
金
・
恩
給
・
陸
運
・
鄙

政
・
国
鉄
・
電
信
一
話
な
ど
の
相
　

談
)
毎
月
第
二
木
曜
日
午
後

一
時
～
四
時
区
民
相
駁
室

■
更
生
保
護
相
談
(
更
生
保
護
並
ぴ

に
指
導
に
つ
い
て
)
毎
月
第
一

・
二
・
四
金
曜
日
午
後
一
時
～

四
時

区
民
相
談
室

■
人
権
身
の
上
相
談
(
人
権
侵
害
・

身
の
上
相
談
)
毎
月
第
三
金
曜

日
午
後
一
時
～
四
時
区
民
相

談
室

※
各
相
談
と
も
受
付
滴
員
の
際
は
締

め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役

所
相
談
係
へ
ど
う
ぞ
。

足
立
の

史
話
日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
7
)

―
―
千
住
河
原
町
　
そ
の
ニ
―
―
　

勝
山
準
四
郎

青
物
市
場
(
や
っ
ち
や
ぱ
)
の
歴
史
も
古
い
。

町
の
鎮
守
河
原
稲
荷
神
社
の
境
内
に
「
千
住
市
場

開
設
三
百
三
十
年
記
念
碑
」(
明
治
三
十
九
年
建

設
)
が
あ
る
。
暦
を
繰
っ
て
み
る
と
天
正
四
年
【
】

苙
七
六
)
か
ら
と
な
る
。
丁
度
織
田
僂
長
が
安
土

城
を
築
い
た
り
、
関
東
万
面
で
は
ま
だ
小
田
原
北

条
氏
が
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
時
分
で
あ

る

。
こ
の
年
数
は
あ
く
ま
で
語
り
伝
え

を
基
に
し
た
も
の
で
、
今
日
考
え
る
市

槝
の
形
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
今
も
各
地
に
残
る
朝

市
の
よ
う
に
、
い
つ
と
は
な
く
自
家
産

の
野
菜
や
近
く
の
小
川
で
と
れ
た
川
魚

な
ど
を
道
鳩
に
並
べ
て
商
売
を
は
じ
め

た
の
が
起
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
だ
け
に
市
鳩
開
設
を
何
時
か
ら
と
断
定
す
る
の

は
大
変
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
千
住
大
橋
も
か
か
り
、
間
も
な
く
掃

都
堤
も
鍋
か
れ
て
(
注
-
元
和
二
年
こ

六
一
六
)

人
衣
も
ぼ
つ
ぼ
つ
出
来
、
旅
人
の
住
来
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
ん
な
商
売
が
出
は

じ
め
た
の
も
自
然
の
な
り
行
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

露
天
の
立
売
り
か
ら
よ
し
ず
張
り
の
仮
屋

と
な

り
、
や
が
て
本
遣
り
の
店
舗
と
進
み
、
今
日
の
市

場
ら
し
い
機
能
を
と
と
の
え
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り

江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
す
で
に
三
百
年

の
歳
月
を
経
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
幕
府
が
天
保

年
間
に
編
集
し
た
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
も

千
住
宿
の
項
に
『
享
保
(
一
七
一
六
1
)

の
頃
よ

り
毎
朝
市
を
立
て
、
五
般
野
菜
、
あ
る
い
は
川
魚

を
ひ
さ
ぐ
も
の
日
に
盛
り
な
り
。
故
に
明
和

申
(

一
七
六
四
-
)

よ
り
各
問
屋
を
立
て
て
税
を
あ

つ
む
」
と
配
さ
れ
て
あ
り
、
ま
た
、
天
保
十
五
年

(
一
(
四
四
)
の
「
日
光
道
中
宿
村
大
概
帳
」
の

千
住
宿
の
報
告
中
に
も

己

の
宿
日
々
米
穀
野
菜

も
の
の
市
立
こ
れ
あ
り
」
と
の
一
項
が
あ
る
。

こ
う
し
て
幕
府
か
ら
も
定
市
場
と
し
て
困
め
ら

れ
た
が
、
そ
の
代
り
莠
加
金
(
税
)
と
し
て
青
物
、

川
魚
の
上
納
を
命
じ
ら
れ
た
。
青
物
は
蓮
根
く
わ

い
芋
類
が
主
で
、
時
に
は
「
わ
さ
ひ
」
を
納
め
た

記
録
も
あ
る
。
幕
府
御
用
品
と
も
な
れ
ぱ
名
誉
な

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
な
か
な
か
危
介
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
品
物
の
吟
味
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
そ
の
納

品
の
行
列
も
仰
々
し
か
っ
な
。
羽
織
袴
の
問
屋
惣

代
が
付
添
い
、
荷
物
の
上
に
は
「
千
住

市
場
江
戸
城
納
品
御
用
札
」(
福
島
憲

太
郎
氏
蔵
)
の
木
札
を
立
て
、
江
戸
橋

(
中
央
区
)
の
御
納
屋
ま
で
そ
ろ
り
そ

ろ
り
と
行
列
を
つ
く
っ
て
納
め
た
も
の

と
冐
う
。
こ
の
行
列
を
横
切
っ
た
者
は

何
ぴ
と
で
あ
ろ
う
と
巌
罰
に
処
せ
ら
れ

た
と
あ
る
か
ら
、
正
に
匐
芋
様
々
の
お

通
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
様
に
上
納

し
た
川
魚
は
鯉
、
鰻
、
ど
じ
ょ
う
が
主
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
は
城
中
で
の
食
用
の
外
に
、
七
月
十
五

日
の
放
生
会
用
の
も
の
、
ま
た
吹
上
御
苑
飼
育
の

鶫
の
餌
、
鷹
匠
用
の
餌
(
い
ず
れ
も
ど
じ
I
つ
)

で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
諸
経
費
は
す
べ

て
問
屋
持
ち
で
あ
っ
た
。(

こ
の
項
つ
づ
く
)

河原稲荷にある記念碑

〝た
ば
こ
〟は

区

内

で

特
別
区
税
の
中
に
、
『
特
別
区
た
ば

こ
消
賢
税
』
と
い
う
税
目
の
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、
区
内
で

売
ら
れ
た
た
ぱ
こ
の
本
数
に
よ
っ
て
、

専
売
公
社
か
ら
都
を
通
じ
て
区
に
納
付

さ
れ
て
く
る
税
金
で
す
。

こ
れ
の
税
収
は
、昭
和
四
十
六
年
t

か
九
億
三
百
万
円
で
、区
の
税
収
の
巾

で
は
、区
民
税
に
つ
い
で
大
き
な
割
合

を
占
め
、貴
重
な
財
応
と
な
っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
が
、
た
ば
こ
を
足
立
区
内
で

賈
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
た

ぱ
こ
の
税
収
か
伸
び
財
源
か
豊
か
に
な

り
、
「
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
足
寸

巴

を
つ
く
る
た
め
の
経
費
と
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

看
護
料
の
差
額
支
給

老
人
医
療
費
の
対
象
者
に

入
院
中
に
付
添
い
看
護
婦
を
つ
け
た

場
合
の
肴
矇
料
は
、
保
険
で
給
付
を
受

け
ら
れ
る
額
と
実
際
に
支
払
う
料
金
と

の
間
に
は
、相
当
の
開
き
か
あ
り
、そ
の

差
額
は
自
己
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
老
人
医
療
賢
助
成
制
度

の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
本
年
四
月

一
日
以
降
の
看
護
料
の
差
額
か
ら
、
助

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

□
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

(
1
)
老
人
医
療
費
の
助
成
対
象
者
(
老

人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
)

(
2
)
区
内
に
住
ひ
七
十
歳
(
日
常
生
活
　

に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
障
害
者
は

六
十
五
歳
)
以
上
の
社
会
保
険
の
被

保
険
者
で
所
得
税
、
ま
た
は
区
民
税

が
非
課
税
の
方

□
助
成
の
範
囲

(
1
)
保
険
で
給
付
を
露
め
ら
れ
た
期
間

(
2
)
支
払
い
額
か
ら
看
護
料
基
摩
額
を
差
　

引
い
た
助
成
単
価
(
最
高
日
額
千
三

十
円
)
の
範
囲
内

□
申
請
手
続
・
方
法

(
1
)
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

①
保
険
証
②
保
険
の
支
払
決
定
通
　

知
一

③
看
護
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類

④
印
か
ん

⑤

老
人
医
療
証
か
必
要
で
す
。

(
2
)
社
会
保
険
の
被
保
険
者
は
前
記
①
～

④
の
書
類
と
、
①
住
民
票
の
写
し

②
所
得
税
納
税
証
明
一
(

所
得
が
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
)

、
ま
た

は
区
民
税
非
課
税
証
明
一

が
必
要
で

す必
要
書
類
を
添
え
て
、
区
役
所
二
階

(国
保
課
)
賢
格
給
付
係
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所

国
保
諜
へ
ど
う
ぞ
。

7
月
1
4
日
(
金
)
は

農
業
委
員
の
選
挙
で
す

今
回
行
な
わ
れ
る
興
業
委
員
会
委
員

選
挙
は
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
に
遇
挙

さ
れ
た
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
一
般

選
挙
で
、
全
国
的
に
統
一
し
て
行
な
わ

れ
ま
す
。
投
事
は
よ
く
考
え
、
あ
な
た

の
一
票
を
有
効
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

▽
投
裏
日
時
七
月
十
四
日
(
金
)
午

前
七
時
～
午
後
六
時

▽
投
票
所
第
一
投
票
区
=
梅
島
小
学
校
　

第
二
投
票
=
―
西
新
井
小
学
校
　

第
三
投
票
=
t
第
(
中
学
校
第
四

投
票
区
=
舎
人
小
学
校
　
第
五
投
票

区
=
第
十
四
中
学
校
　
第
六
投
票
区
=

溯
江
小
学
校
　
第
七
投
票
区
=
第

十
三
中
学
校
　
第
(
投
票
区
=
東
溯

江
小
学
校
第
九
投
票
区
=
道
小

学
校

以
上
区
内
に
は
、
九
か
所
の
投
票
所

を
設
け
ま
す
が
、
投
票
の
際
は
、
後
日

お
送
り
す
る
投
累
所
入
場
整
理
券
を
よ

く
お
確
め
の
う
え
、
ま
ち
が
い
の
な
い

よ
う
指
定
の
楊
所
へ
本
人
が
直
接
入
場

整
理
券
を
持
参
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
区
選
挙
管
理
委
員
会
(
区
役

所
三
階
)
へ
ど
う
ぞ
。

=
ス
ポ
ー
ツ
教
室
=

会
場
を
新
設

加
平
小
学
校
で
も

区
教
育
委
輿
会
で
は
、
区
民
が
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
体
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
区
内
五
会
場

に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
に
一
会
場
を
新
設
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場
・
種
目
・
実
加
日

▽
加
平
小
=
卓
球
・
毎
週
金
曜
日

▽
鹿
浜
中
=
阜
球
・
毎
週
水
曜
日

▽
十
四
中
・
大
谷
田
小
=
バ
レ
ー
ポ
ー

ル
・
毎
週
水
曜
日

▽
三
中
=
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
毎
週
木
昭

▽
新
田
中
=
バ
ド
、t
ン
ト
ン
・
毎
週
火

曜
日

時
間
=
各
会
場
と
も
午
後
六
時
三
十
分
　

か
ら
(
時
三
十
分
ま
で

参
加
資
格
=
十
五
歳
以
上
の
区
民

費
用
=
無
料

※
用
具
は
会
場
に
備
え
て
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
区
教
委
体
育
課
へ

ミ
ル
ク
を

支
給
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
妊
産
婦
と
赤
ち
や
ん
の
い

る
次
の
世
帯
に
粉
ミ
ル
ク
ま
た
は
牛
乳

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▽
資
格
…

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

②
住
民
税
か
課
税
さ
れ
て
い
な
い
か
。

均
等
割
だ
け
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

▽
文
給
期
間
…
妊
娠
五
か
月
目
か
ら
出

産
後
一
年

▽
申
込
み
方
法
…
母
子
健
康
手
帳
と
印

か
ん
を
持
っ
て
、
区
役
所
区
民
部
管

理
課
管
理
係
ま
た
は
も
よ
り
の
出
彊

所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

愛
の
献
血
を

七
月
の
移
動
採
血
車
日
程

▽
十
二
日
(
水
)
区
役
所
第
二
庁
舎

▽
十
七
日
(
月
)
大
谷
田
小
学
校

▽
十
九
日
(
水
)
本
木
小
学
校

▽
二
十
六
日
(
水
)
鹿
浜
小
学
校

▽
三
十
一
日
(
月
)
北
千
住
駅
西
口
　

時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
で
す
。

□
固
定
賢
産
税

□
都
市
計
面
税

(二
期
分
)
の

納
期
は
7
月
3
1日
で
す

心 身 障 害 児
東京マリン大会

七
月
一
日
、
西
新
井
地
区
に

東
京
一
を
ほ
こ
る
プ
ー
ル
「
東

京
マ
リ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
が
、
区
で
は
足
立
区
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
・
足
立
区
股
休

不
自
由
児
父
母
の
会
お
よ
ぴ
東

京
マ
リ
ン
の
三
者
と
共
催
で
、

心
身
障
害
児
を
「
東
京
マ
リ
ン
」

に
招
待
し
ま
す
。

▼
日
時
七
月
二
十
六
日
～
二

十
(
日

毎
日
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
午

後
一
時
ま
で

▼
場
所

業
原
町
六
〇
二
、
東

京
マ
リ
ン
(
東
武
大

師
線
・
東
武
バ
ユ
と

も
大
師
前
駅
下
車
)
　

参
加
ご
希
望
の
方
は
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

母

子

家

庭

を
無
料
招
待
　

「
東
京
マ
リ
ン
」
で
は
、
区

の
協
賛
に
よ
り
、
区
内
に
居
住

す
る
母
子
世
帯
で
、
児
童
手
当

の
う
ち
遺
児
手
当
を
受
け
て
い

る
方
が
た
を
無

料
招
待
し
ま

す
。

▼
期
間
　
八
月
一
日
～
三
十
一

日
ま
で

、
た
だ
し
日

曜
日
を
除
く

な
お
無
料
招
待
は
期
間
中
一

回
、
対
象
者
の
方
に
は
七
月

中
に
区
か
ら
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
す
。

掲
示
板

■

都

少

年

軟

式

野

球

大

会

区

予

選

会

足
立
区
軟
式
野
球
連
盟
連
合
会
主

催
、
区
教
育
委
員
会
後
援
に
よ
り
次

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

日
時
-
七
月
二
十
六
日
!

一
十
(
日

場
所
-
千
住
新
橋
遅
励
場

資
格
-
区
内
の
中
学
生
チー
ム

参
加
費
-
一
チ
ー

ム
に
つ
き
千
五
百

円
申
込
み
先
-
区
内
の
大
会
ポ
ユ
タ
ー

の
出
て
い
る
連
助
員
店

問
い
合
せ
先
-
区
教
育
委
員
会
体
青

課
ま
た
は
連
盟
事
務
所

(
(
七
-
一
(
三
二

※
優
勝
チ
ー
ふ
は
、
東
京
都
大
会
へ

出
場
で
き
ま
す
。

■

第
2
5

回

区

民

水

泳

競

技

大

会

水
泳
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
、
区
と

区
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

水
泳
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
-
(
月
二
十
日
(
日
)
午
前
九

時
競
技
開
始
(
雨
天
決
行
)

集
合
時
間
-
午
前
(
時
三
十
分

会
場
-
区
体
育
館
プ
ー
ル
(
中
央
本
　

町
一
丁
目
一
七
―
こ
)

東
武
線

梅
鳥
駅
徒
歩
十
分
(
(

六
1
　

六
〇
一
三

竸
技
種
目
-
背
泳
/
自
由
形
/
平
泳

/
バ
タ
フ
ラ
イ
/
佃
人
メ
ド
レ
ー

/
リ
レ
ー
/
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

参
加
資
格
-
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
　

者
(小
学
生
は
五
年
以
上
に
限
る
)

申
込
み
方
法
-
所
定
の
申
込
み
用
紙
(

区
教
委
体
青
課
に
あ
り
ま
す
)

に
必
要
事
項
を
配
入
の
う
え
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
(
電
話
の
申
込

み
は
受
付
け
ま
せ
ん
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
-
区
教

委
員
会
体
育
課
(
千
住
仲
町
五
(
)

申
込
み
締
切
り
日
-
(
月
五
日
(
土
)
　

午
後
五
時
ま
で
・
郵
送
の
場
合
は

八
月
四
日
の
消
印
有
効

■

ろ

う

あ

者

相

談

を

ご

利

用

く

だ

さ

い
　

福
祉
事
務
所
で
は
、
ろ
う
あ
者
の

方
の
各
種
ご
相
岐
に
応
ず
る

た
め

滾

晧
通
訳
歹

に
よ
る
相
談
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
日
と
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
毎
月
第
一
月
曜
日
足
立
福
祉

事
称
所
◇
第
二
月
一
日
中
部
福

祉
事
務
所

◇
第
三
月
皿
日

東
部

襭
祉
事
務
所

◇
第
四
月
噌
日

酉

部
福
祉
事
務
所

◎
時
間
は
い
ず
れ
も
、午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
で
す
。

■

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

B
B
S

運

動

B
B
S

運
助
と
は
、
非
行
少
年
の

い
な
い
明
る
い
社
会
の
建
股
に
協
力

し
て
保
護
司
と
一
緒
に
、
非
行
少
年

と
の
友
だ
ち
活
助
、
自
か
ら
を
育
て

て
い
く
研
さ
ん
活
動
な
ど
を
行
な
う

も
の
で
す
。

入
会
の
賢
格
は
特
に
問
い
ま
せ
ん

が
、
十
(
歳
ぐ
ら
い
か
ら
三
十
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
人
で
、
人
を
愛
す
る
気

持
が
強
く
、
活
動
に
必
要
な
余
暇
の

あ
る
か
た
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。

連
絡
先
は
区
役
所
相
談
係
、
ま
た

は
千
住
伸
町
三
一
嶋
彫
万

足
立
B
B
S

会
へ

。

■

パ

ー

ト

タ

イ

ム

の

出

張

相

談

日
時
-
七
月
二
十
七
日
(
木
)
午
後

一
時
?
四
時

場
所
-
区
区
役
所
第
二
庁
舎
(
東
武
締

梅
鳥
駅
下
車
)

内
容
-
求
職
相
岐
・
就
職
の
あ
っ
旋

く
わ
し
く
は
、
足
立
公
共
職
巣
安

定
所
へ
へ
(
(
二
-
匸
一
(
七

■
伊
藤
谷
橋
が
重
量
制
限

綾
瀬
川
に
か
か
る
伊
藤
谷
橋
(
西

綾
瀬
一
丁
目
と
綾
瀬
一
丁

目
と
の

嘴
)
は
老
朽
化
の
た
め
、
自
助
車
の

重
S
制
限
(
給
重
!

一
、
0
ト
ン
)
が

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
面
を
利
用
さ

れ
る
方
は
、
水
戸
構
・
申
の
橋
へ
迂

回
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
礼

次
の
方
か
ら
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▽
育
英
賢
金

磯
貝
て
る

子
さ
ん
(
伊
具
町
本
町
=
ニ

ー
九
)

▽
福
祉
賢
金

市
川
治
右
衛
門
さ
ん
(

入
谷
町
四
〇
四
)
ほ
か
十
名
の
方

■ 住居示施行済地域で新築または増改築をしたら住居住示課へ届出を I ・N　200, 000


